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＜あらまし＞ 本研究では，デザイナーにとって重要である自己効力感について，メディ

ア・情報デザイン授業において設計と実践を行い，その影響を確認した.授業内容は，実務

において用いられる人間中心設計プロセスに沿い，教授方略は，インストラクショナルデ

ザインで用いられるガニェの９教授事象に沿って設計した．その結果，事後アンケートに

おいて，自己効力感に関係する「うまく話せた」など，有意に向上した項目が確認できた． 

＜キーワード＞ 自己効力感，Self-Efficacy，コンペ，デザイナー，人間中心設計 

1. はじめに 

デザイナーにとり，自己効力感 (Self-

Efficacy) は作品を制作する上で重要であ

り，作品を伝えるプレゼンテーション（以

下：プレゼン）力も作品を採用してもらうた

め，重要である．特に作品の採用を決定する

デザイン・コンペティション（以下：コン

ペ）に勝つことは重要なゴールとなる． 

筆者は作品制作に加え，コンペを体験でき

る授業を設計・実践した．本稿では，デザイ

ナー職を目指す受講生の自己効力感にどのよ

うに影響したかを報告する. 

なお，本稿におけるデザイナーとは，サイ

ネージ広告や Web サイト，工業製品内に組み

込まれるユーザーインターフェース等の企

画・制作を行う者を指す． 

2. デザイナーや学習者の自己効力感にお
ける先行研究 

デザイナーは，自分のイノベーション・ス

キルや能力が固定されない，成長できると信

じるしなやかなマインドセットを持っており

（Kelley & Kelley 2013），デザイナーのモ

チベーション向上の要因とモチベーションマ

ネジメントに焦点を当てた研究もある（長谷

川 2014）.さらに，デザイン非従事者を対象

とした自己効力感の報告（岡本ほか 2022）や，

オンライン学習を行う社会人を対象とした研

究では，ライフイベントが自己効力感の程度

に依存傾向が見られた報告（鈴木ほか 2015）

などがある．これらの研究から，様々な学習

環境で自己効力感を高めるための取り組みが

なされてきたことがわかる．自己効力感は「人

が困難な状況においてもそれに対処すべく行

動を起こすことを促進する重要な概念」と述

べられている（安藤 2010）．ここでは，授業

に取り入れたコンペの自己効力感に対する影

響に焦点をあて，報告する． 
3. 授業の設計および実践 

デザイナーが業務で経験するコンペを導入

するため，メディア・情報デザイン科目の半

期 14 回の授業を 2 ブロックに分割し，企画

書および作品制作を行い，各々でコンペを実

践した（山本ほか 2022）．業務で利用される

人間中心設計（HCD）のプロセスを学習活動

として配置し，ガニェの９教授事象（R.M. ガ
ニェほか 2007，鈴木 2002）に沿って設計し

た．プレゼン及びWeb プロトタイプのチェッ

クリストにより，受講生は成果物の完成度を

高められるようにした． 
設計後，エキスパートレビューを行い，レ

ビュー結果に基づいて授業設計を改善した． 

4. 結果と考察 

表 1に４段階評価（４点満点）の事前事後

アンケート結果の一部を示す． 

「プレゼンテーションでうまく話せました

か」（表１の１），「自分の伝えたいことを言

葉にし，簡潔に説明できたと思いますか」

（表１の２）は，事前事後で平均値が有意に

上昇した． 

「プレゼンテーションを行うことにより，

企画・作品を理解してもらえたと思えました

か」（表１の３），「プレゼンテーションは，
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就職活動や他の授業に活かせると思います

か」（表１の６）は有意差は認められなかっ

たが，最初から高い値であったためと考えら

れる． 

事後アンケートのみの項目ではあるが，

「今回，プレゼンテーションでデザインの疑

似的なコンペ環境を作ってみました．企画・

作品の魅力を相手に伝えることができました

か」（表１の４）はある程度肯定的な結果で

あった．とても思う(4)を付けたのは，コン

ペで上位に入った者が高く評価していること

が多く，実務のコンペの厳しさが伝わったの

ではないかと考える．「デザイナーとして，

プレゼンテーションの意義や目的を理解し，

プレゼンテーションできましたか」（表１の

５）に関しては，大きく上がらなかった．

事後アンケートの自由記述の結果を示す．

「準備した通り発表することができ，また，

伝えたいことをちゃんと伝えることができた

と思うから」「伝えたいことを整理して，プ

レゼンすることができたから」等の自己効力

感の高さが伺えるポジティブな回答が多かっ

た．

「学生同士で評価し合うことを意識したの

で，客観的な考え方もできるようになり，作

品の魅力を伝える際のポイントを掴めた気が

しました」「企画プレゼンの際は理解しても

らえたか不安でしたが，フィードバックを見

て多くの人に理解してもらえたと感じまし

た」との他者からの評価から，うまく行えた

事を確認した受講生もいたことがわかった．

5. 考察と今後の展望

本結果から，自己効力感に関連しそうな事

前事後のアンケート結果において，有意に向

上している項目があることが確認できた．こ

の結果から，ある程度授業改善の効果はあっ

たと考えられる． 

しかしながら，この結果のみからは自己効

力感の高さを確認できたとまでは言い切れな

いため，一般性セルフエフィカシー尺度（鈴

木ほか 2015）などを用い，詳細な測定を検

討する． 
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表１ 事前事後アンケート結果の一部 (事前・事後アンケートの平均，標準偏差 (σ) ，p値 ) 
( 事前事後の受講生 (N) は両方に回答した受講生の結果のみ採用する ) 

質問項目 事前 事後 p 値 

１ プレゼンテーションでうまく話せましたか (N=14) 1.71(σ=0.73) 2.64(σ=0.63) 0.001** 

２ 自分の伝えたいことを言葉にし，簡潔に説明できたと思いますか (N=13) 2.46(σ=0.66) 2.92(σ=0.49) 0.013* 

３ プレゼンテーションを行うことにより，企画・作品を理解してもらえたと思えました

か (N=12) 

3.08(σ=0.29) 3.08(σ=0.29) 0.500 

４ 今回，プレゼンテーションでデザインの疑似的なコンペ環境を作ってみました．企画・

作品の魅力を相手に伝えることができましたか (N=24) 

- 2.92(σ=0.64) - 

５ デザイナーとして，プレゼンテーションの意義や目的を理解し，プレゼンテーション

できましたか (N=21) 

- 2.48(σ=0.59) - 

６ プレゼンテーションは，就職活動や他の授業に活かせると思いますか (N=22) 3.64(σ=0.49) 3.82(σ=0.39) 0.107 

*p < .05 ，**p < .01
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